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スタンダード市場上場維持基準への適合に関するお知らせ 

 

当社は、東京証券取引所より「上場維持基準（分布基準）への適合状況について」を受領し、2024年 3

月 31日時点において、スタンダード市場の上場維持基準に適合したことを確認いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

〇 当社の上場維持基準の適合状況 

当社は、2021 年 12 月 15 日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」により、移行基準

日（2021年 6月 30日）時点で、流通株式比率について基準を満たしていないこと及び適合に向けた取り

組みについて開示し、以降、状況をご報告してまいりました。当社の 2024 年 3 月 31 日時点におけるス

タンダード市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおりとなっております。 

 

  ＜当社の適合状況及びその推移について＞ 

 
単元株主数

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 
時価総額 
（億円） 

流通株式比率 

（％） 

2021年 6 月末時点 1,523 人 29,439単位 61 億円 18.1% 

2023年 3 月末時点 2,167 人 29,042単位 53 億円 17.9% 

2024年 3 月末時点 2,250 人 40,980単位 81 億円 25.2% 

上場維持基準 400人以上 2,000 単位以上 10 億円以上 25%以上 

適合状況 〇 〇 〇 〇 

※当社の適合状況は、東証が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等

をもとに算出を行ったものです。 

 

○上場維持基準の適合に向けた取組及びその評価について 

① 当社は引き続き投資家の皆様に選んでいただけるよう事業成長を目指すとともに、当社価値を適

正に評価いただけるよう IR活動に一層注力してまいりました。また、IRイベントへの参加等を

通じ、個人の単元株主数が増加傾向にございます。 

 

 



   ＜事業計画について＞ 

当社は、2023年 3月期の決算発表時に公表した方針に基づき、以下「4つのシフト」を実行 

し、事業成長を目指してまいりました。 

 a. 事業シフト （全社を挙げたデータ連携ビジネスの注力、ブランディング強化） 

 b. 技術シフト （未来を切り開くテクノロジーの探索） 

 c. 組織シフト （機能型組織への再編と強化、意思決定スピード向上） 

 d. 人材シフト （リスキリング、エンジニアリング）  

「4つのシフト」 が指す通り事業の転換期にあたり、既存事業の一部縮小、データ連携ビジネス

拡大の柱となる iPaaS 「HULFT Square」に関わる費用増等が発生いたしますが、今後も引き続

き「4つのシフト」に取り組み、「HULFT Square」を軸に、受託開発型からサービス提供型への事

業構造の変革を推進してまいります。 

＜IR活動について＞ 

当社は IR活動において、適時開示に加え、年に 2回アナリスト向け決算説明を行うととも

に、サステナビリティ推進活動等についても年に 1回レポーティングし、またそれらはすべて当

社 Webサイトに掲載する等、投資家の皆様への情報提供充実を図っております。 

2024年 3月期の決算情報に関しましては、当社 Webサイト上への資料・説明動画掲載に加

え、外部の投資家向け情報配信サービスを利用し、より当社情報を投資家の皆様に積極的にお届

けする施策を実施いたしました。 

さらに、2023年 9月 1日には日経 IRフェアに参加し、現地およびオンラインにて個人投資家

の皆様に当社の事業内容と今後の展望をご説明差し上げました。 

 今後も投資家の皆様に当社情報をお届けできるよう IR活動に一層注力してまいります。 

 

② 流通株式比率の向上を図るために、株式を保有している事業法人等への市場放出を打診してまい

りました。特に、筆頭株主である株式会社クレディセゾン、第二株主であった株式会社メルコホ

ールディングス（以下「MH社」といいます。）とは、三者間で定期的に協議を行ってまいりまし

た。2024年 3月 19日に開示したとおり、MH社がその保有株式の一部を譲渡した（以下「本件譲

渡」といいます。）ため、流通株式比率が改善しました。 

 ※本件譲渡に伴い、第二株主は MH社から株式会社メルコグループになっております。 

 

③ 事業法人等の株主について、保有実態の把握に努めてまいりました。 

 

当社は、今後も、「世界中のデータをつなぎ、誰もがデータを活用できる社会を作る。」というミッ

ションの実現に向けて、安定的に上場維持基準を充足するのみならず、中長期的な企業価値の向上を

図ってまいります。 

 

以 上 

 


